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▲お星さまに届け、みんなの願い
　
今
年
度
の
「
ベ
ビ

ー
キ
ッ
ズ
ク
ラ
ブ
」

が
、
７
月
４
日
㈯
に

笠
懸
公
民
館
で
開
講

し
ま
し
た
。
同
ク
ラ

ブ
は
、
同
じ
世
代
の

子
ど
も
を
持
つ
親
同

士
の
交
流
と
つ
な
が

り
を
深
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

開
講
式
で
は
割
田
館
長
が

「
30
年
前
か
ら
続
く
事
業
で
、

当
時
参
加
し
て
い
た
子
ど
も
が

今
は
親
に
な
る
ほ
ど
長
い
歴
史

が
あ
り
ま
す
」
と
挨
拶
。
講
師

の
根
岸
恵
美
子
さ
ん
も
「
１
年

間
、
楽
し
く
活
動
し
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
最
初
の
活
動
は
七
夕
飾
り
づ

く
り
。
親
子
で
短
冊
に
願
い
事

を
書
き
、
星
型
の
折
り

紙
な
ど
で
彩
り
を
添
え

ま
し
た
。

　
短
冊
に
は
「
足
が
速

く
な
れ
ま
す
よ
う
に
」

「
家
族
み
ん
な
が
元
気

で
い
ら
れ
ま
す
よ
う

に
」
な
ど
、
素
敵
な
願

い
事
が
い
っ
ぱ
い
。
そ

の
思
い
を
込
め
て
、
立

派
な
飾
り
付
け
が
完
成

し
ま
し
た
。

　
す
べ
て
の
願
い
が
叶

い
、
交
流
を
通
じ
て
実

り
多
い
１
年
に
な
る
と

い
い
で
す
ね
。

▲上手にできたよ、見て見て！

▲夢がいっぱい七夕飾り
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▲参加から参画へ、実行委が始動

▲清掃後、喉を潤す至福の時

　
笠
懸
地
域
文
化
祭
第
１
回
実

行
委
員
会
が
６
月
23
日
㈫
に
笠

懸
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
割
田
館
長
か
ら
「
昨
年

の
反
省
点
を
踏
ま
え
、
よ
り
良

い
文
化
祭
に
な
る
よ
う
皆
さ
ん

協
力
し
て
く
だ
さ
い
」
と
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
参
加
申
し
込
み
は
、

展
示
部
門
23
、
ス
テ
ー
ジ
部
門

37
、
イ
ベ
ン
ト
部
門
22
の
合
計

82
団
体
。
昨
年
度
か
ら
引
き
続

　
笠
懸
公
民
館
で
恒
例
の
大
掃

除
が
、
６
月
14
日
㈰
に
行
わ
れ
、

多
く
の
利
用
者
が
参
加
し
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
約
２
８
０
人
で
、

協
力
し
合
っ
て
清
掃
に
取
り
組

み
、
隅
々
ま
で
丁
寧
に
磨
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
久
し
ぶ
り
に
顔
を
合
わ
せ
る

知
人
と
挨
拶
を
交
わ
す
姿
も
見

ら
れ
、
温
か
な
交
流
の
場
と
な

き
メ
イ
ン
テ
ー
マ
『
参
加
か
ら

参
画
そ
し
て
新
し
い
仲
間
づ
く

り
へ
』
、
サ
ブ
テ
ー
マ
『
つ
な

が
れ
！
地
域
の
Ｗ
Ａ
』
と
す
る

こ
と
を
確
認
。
文
化
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
住
民
の
交
流
を
深

め
、
世
代
を
超
え
た
繋
が
り
を

広
め
る
こ
と
を
目
指
し
ま
す
。

　
今
年
の
文
化
祭
は
10
月
24
日

㈯
・
25
日
㈰
の
２
日
間
。
市
民

に
よ
る
日
頃
の
文
化
活
動
の
成

果
発
表
の
場
と
し
て
、
多
く
の

来
場
者
で
賑
わ
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
文
化
祭
に
向
け
た
役
員
体
制

は
次
の
と
お
り
。

◇
役
員
体
制　
（
敬
称
略
）

　
実
行
委
員
長　
金
子　
和
夫

　
副
実
行
委
員
長　
各
部
部
長

展
示
部
会

　
部　
長　
　
　
片
山　
芳
彦

　
副
部
長　
　
　
青
木　
田
鶴

　
　
　
　
　
　
　
籾
山　
千
絵

ス
テ
ー
ジ
部
会　

　
部　
長　
　
　
上
田　
芳
弘

　
副
部
長　
　
　
森　
三
枝
子

　
　
　
　
　
　
　
川
﨑　
彩
乃

イ
ベ
ン
ト
部
会

　
部　
長　
　
　
髙
松　
富
雄

　
副
部
長　
　
　
須
藤
ま
す
み

　
　
　
　
　
　
　
武
井　
澄
江

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
米
国
か

ら
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
来
て
い
る

男
女
２
人
も
参
加
。
日
本
の
共

同
作
業
の
光
景
に
驚
き
な
が
ら

も
、
笑
顔
で
作
業
に
加
わ
っ
て

い
ま
し
た
。

　
清
掃
後
は
、
利
用
者
の
会
か

ら
冷
た
い
麦
茶
や
ア
イ
ス
コ
ー

ヒ
ー
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

同
士
の
会
話
が
弾
み
ま
し
た
。

　
こ
の
大
掃
除
は
、
単
な
る
清

掃
活
動
だ
け
で
な
く
、
地
域
交

流
を
育
む
行
事
と
し
て
定
着
し

て
い
ま
す
。

よ
り
良
い
文
化
祭
へ

よ
り
良
い
文
化
祭
へ

実
行
委
員
会
始
動

実
行
委
員
会
始
動

掃
除
後
は

掃
除
後
は

会
話
弾
む

会
話
弾
む

骨
子
決
定

骨
子
決
定

学
び
と
体
験
全
４
回

学
び
と
体
験
全
４
回

　
第
３
回
市
民
講
座
運
営
委
員

会
（
松
栄
準
治
委
員
長
）
が
６

月
11
日
㈭
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
の
テ
ー
マ
「
み
ど
り
市

20
歳
の
再
発
見
～
健
や
か
な
体
、

豊
か
な
土
、
愛
す
べ
き
郷
土
を

次
世
代
へ
～
」
に
沿
い
、
全
４

回
の
講
座
に
つ
い
て
協
議
。
大

ま
か
な
内
容
や
日
程
の
方
向
性

を
確
認
し
ま
し
た
。

　
講
座
３
回
、
視
察
研
修
（
バ

ス
ツ
ア
ー
）
１
回
の
計
４
回
を

予
定
。
講
座
の
１
回
と
視
察
研

修
は
土
・
日
曜
日
に
、
残
り
の

講
座
２
回
は
平
日
の
夜
に
開
催

す
る
予
定
で
す
。

　
視
察
研
修
で
は
、
浅
原
体
験

村
で
の
蕎
麦
打
ち
体
験
や
岩
宿

博
物
館
の
見
学
な
ど
、
市
内
の

施
設
を
巡
り
ま
す
。

　
具
体
的
な
時
期
や
内
容
は
次

回
の
委
員
会
で
最
終
決
定
。
今

年
度
も
、
多
く
の
人
に
楽
し
み

な
が
ら
学
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、

同
委
員
会
で
は
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
。

▲館内で楽しいおしゃべり
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温
泉
で

温
泉
で

い
こ
い
の
ひ
と
時

い
こ
い
の
ひ
と
時

利
用
で
き
る
足
湯
で
す
。
湯

温
は
40
℃
前
後
に
保
た
れ
、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
幅
広

い
世
代
が
ゆ
っ
た
り
と
滞
在

で
き
る
空
間
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
館
内
に
は
市
内
産
の
木
材

が
ふ
ん
だ
ん
に
使
用
さ
れ
、

木
の
温
も
り
を
感
じ
る
開
放

的
な
設
計
が
特
徴
で
す
。
お

食
事
処
も
併
設
さ
れ
て
お
り
、

食
を
楽
し
み
な
が
ら
く
つ
ろ

げ
る
新
た
な
憩
い
の
場
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

　
み
ど
り
市
の
新
た
な
観
光

拠
点
と
な
る
温
泉
施
設
『
Ｙ

Ｓ
湯
～
ト
ピ
ア
み
ど
モ
ス

パ
』
が
５
月
24
日
㈰
、
鹿
田

山
の
麓
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ

た
同
施
設
で
は
、
入
り
口
に

設
置
さ
れ
た
市
マ
ス
コ
ッ
ト

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
み
ど
モ

ス
」
の
像
が
来
場
者
を
迎
え

ま
す
。

　
目
玉
の
一
つ
は
、
無
料
で

▲多世代が集い、声援送る

▲熱いエールを寄せる高校生

▲おもてなしが繋ぐ文化と笑顔（呈茶）

　
笠
懸
公
民
館
２
階
ロ
ビ
ー
を

会
場
に
同
館
主
催
の
「
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
日
本
代
表
戦
ロ
ビ
ー
放

映
会
」
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
普
段
１
階
に
設
置

さ
れ
て
い
る
37
イ
ン
チ
テ
レ
ビ

を
２
階
へ
移
動
。
さ
ら
に
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
「
応
援
メ
ッ
セ

ー
ジ
」
や
「
勝
敗
予
想
」
の
参

加
型
コ
ー
ナ
ー
も
設
け
、
手
作

り
の
観
戦
会
場
が
整
え
ら
れ
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
市
内
外
か
ら
延
べ

約
50
人
が
観
戦
。
10
代
以
下
の

若
年
層
が
半
数
を
超

え
、
掲
示
板
に
熱
い

エ
ー
ル
を
寄
せ
る
高

校
生
ら
の
姿
が
見
ら

れ
る
な
ど
、
館
内
は

終
始
歓
声
に
包
ま
れ

ま
し
た
。

　
試
合
後
の
ア
ン
ケ

ー
ト
で
は
「
自
宅
で

一
人
で
見
る
よ
り
楽

し
い
」
と
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
、
満
足

度
は
７
割
を
突
破
。

　
１
階
の
伝
統
文
化

と
２
階
の
ス
ポ
ー
ツ

熱
が
共
鳴
し
、
多
世

伝
統
と
歓
喜
、
公
民
館
に
集
う

伝
統
と
歓
喜
、
公
民
館
に
集
う

　
６
月
21
日
㈰
、
笠
懸
公
民
館
で
は
、
１
階
で
笠
懸
地
域
郷
土
芸

能
祭
、
２
階
で
Ｗ
杯
観
戦
会
が
同
時
に
開
催
さ
れ
、
館
内
は
多
世

代
が
集
う
熱
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

熱
狂
を
共
有
　

熱
狂
を
共
有
　

ロ
ビ
ー
で
観
戦
会

ロ
ビ
ー
で
観
戦
会

　
笠
懸
地
域
文
化
協
会
主
催
、

市
教
委
後
援
に
よ
る
「
第
25
回

み
ど
り
市
笠
懸
地
域
郷
土
芸
能

祭
」
が
、
６
月
19
日
㈮
か
ら
21

日
㈰
の
３
日
間
に
わ
た
り
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
笠
懸
公
民
館
１
階
ギ
ャ
ラ
リ

ー
・
ロ
ビ
ー
で
の
作
品
展
示
に

は
16
団
体
が
参
加
。
写
真
、
盆

栽
、
書
道
な
ど
多
彩
な
力
作
が

並
び
、
日
曜
に
は
恒
例
の
呈
茶

代
が
思
い
思
い
に
集
う
「
地
域

の
居
場
所
」
と
し
て
の
公
民
館

の
可
能
性
に
、
今
後
も
期
待
が

高
ま
り
ま
す
。

盛
大
に
開
催

盛
大
に
開
催

  

郷
土
芸
能
祭

郷
土
芸
能
祭

も
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
同

日
の
２
階
ロ
ビ
ー
で
は
サ
ッ
カ

ー
Ｗ
杯
の
観
戦
会
が
行
わ
れ
、

館
内
は
文
化
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ

の
熱
気
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

　
ぐ
ん
ま
未
来
大
学
ホ
ー
ル
Ｐ

Ａ
Ｌ
（
笠
懸
野
文
化
ホ
ー
ル
）

で
は
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
、

15
団
体
１
２
３
人
が
舞
台
で
日

頃
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
最
後
は
恒
例
の
抽
選
会
。
３

日
間
で
延
べ
約
千
人
が
来
場
し
、

地
域
の
活
気
を
感
じ
さ
せ
る
盛

大
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

みどモス
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▲人気のカレーを笑顔で販売

▲おはなしの中へ・・・

　
梅
雨
の
最
中
の
７
月
４
日
㈯
、

「
第
４
回
ふ
く
し
マ
ル
シ
ェ
ｉ

ｎ
つ
ば
さ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
当
日
は
雨
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
天
候
が
大
き
く
崩
れ

る
こ
と
は
な
く
、
無
事
に
開
催

の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
第
１
会
場
の
み
ど

り
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

加
え
、
笠
懸
公
民
館
の
１
階
ロ

ビ
ー
と
ギ
ャ
ラ
リ
ー
が
第
２
会

場
に
。
ど
ち
ら
も
多
く
の
人
が

来
場
し
ま
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
模
擬

　
読
み
聞
か
せ
グ
ル
ー
プ
「
あ

し
の
会
」（
藤
生
美
代
子
代

表
）
は
、
７
月
４
日
㈯
に
笠
懸

図
書
館
で
「
た
な
ば
た
お
は
な

し
会
」
を
行
い
ま
し
た
。
約
30

人
の
家
族
連
れ
が
参
加
し
、
和

や
か
な
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　

絵
本
「
ゴ
リ
ラ
の
は
な
く

店
や
販
売
コ
ー
ナ
ー
は
大
賑
わ

い
。
カ
レ
ー
や
焼
き
そ
ば
、
か

の
会
場
を
結
び
、
地
域
に
笑
顔

の
花
が
咲
く
１
日
で
し
た
。

そ
」「
し
ろ
く
ま
の
パ
ン
ツ
」

や
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
「
も
も
た

ろ
う
」
、
手
品
な
ど
を
披
露
。

子
ど
も
た
ち
の
元
気
な
返
事
や

歓
声
が
会
場
に
響
い
て
い
ま
し

た
。

　
最
後
は
み
ど
モ
ス
と
一
緒
に

写
真
撮
影
。
お
土
産
に
紙
飛
行

機
を
も
ら
い
、
子
ど
も
た
ち
は

と
て
も
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

き
氷
、
採
れ
た
て
の
野
菜
な

ど
の
店
が
並
び
、
来
場
者
は

憩
い
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
会
場
で
は
作
品
展
示
の
ほ

か
、
ボ
ッ
チ
ャ
体
験
や
煙
体

験
テ
ン
ト
、
各
種
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
も
。
「
缶
バ
ッ
ジ
作

り
」
は
親
子
連
れ
に
人
気
で
、

自
分
の
作
品
を
手
に
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

　
運
営
ス
タ
ッ
フ
と
来
場
者

の
垣
根
を
越
え
た
、
あ
た
た

か
な
交
流
が
会
場
の
あ
ち
こ

ち
で
見
ら
れ
ま
し
た
。
２
つ

公
民
館
も
会
場
に

公
民
館
も
会
場
に

地
域
の
輪
広
が
る

地
域
の
輪
広
が
る

親
子
で
楽
し
む

親
子
で
楽
し
む

お
は
な
し
会

お
は
な
し
会
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時
間
。
中
に
は
「
お
米
を
守
っ

て
く
れ
ま
す
よ
う
に
」
と
願
い

が
込
め
ら
れ
た
名

前
も
。
み
ん
な
の

お
米
を
守
っ
て
く

れ
る
頼
も
し
い
仲

間
が
出
来
ま
し
た
。

　
古
代
米
の
田
ん

ぼ
に
設
置
し
た
後

は
、
お
待
ち
か
ね

の
昼
食
タ
イ
ム
。

今
回
は
竹
を
使
っ

た
流
し
そ
う
め
ん
。

一
緒
に
採
れ
た
て

の
野
菜
の
天
ぷ
ら
も
味
わ
い
、

子
ど
も
も
大
人
も
笑
顔
あ
ふ
れ

る
、
夏
な
ら
で
は
の
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
岩
宿
の
里
米
っ
こ
ク
ラ
ブ
は

７
月
４
日
㈯
、
岩
宿
の
里
ふ
れ

あ
い
学
習
館
で
か
か
し
作
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
５
班
に
分
か
れ
、

毎
年
恒
例
の
衣
装
選
び
。
藁
で

胴
体
を
作
っ
て
選
ん
だ
衣
装
を

着
せ
、
顔
を
描
い
た
あ
と
に
名

前
を
付
け
ま
す
。
か
か
し
を
作

り
終
え
た
ら
班
ご
と
に
発
表
の

▲流しそうめんに舌鼓

▲優雅なフラで観客を魅了

豊
作
を
願
い

豊
作
を
願
い

夏
を
味
わ
う

夏
を
味
わ
う

　
熱
中
症
は
死
に
至
る
危
険
が

あ
る
一
方
、
適
切
な
予
防
で
防

ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
日
常
生
活
で
も
警
戒
は
不
可

欠
で
、
熱
中
症
に
よ
る
搬
送
者

の
発
生
場
所
は
「
住
居
」
が
最

多
の
約
４
割
を
占
め
ま
す
。

　
室
内
で
も
無
理
を
せ
ず
、
冷

房
の
適
切
な
使
用
や
、
公
共
施

設
等
の
「
ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ス
ポ

ッ
ト
」
の
活
用
を
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。「
自
分
は
大
丈
夫
」

を
捨
て
、
こ
ま
め
な
水
分
補
給

と
室
温
管
理
を
徹
底
し
ま
し
ょ

う
。

熱
中
症
か
ら
命
守
る

　
近
年
、
夏
季
の
豪
雨
や
台

風
等
に
よ
る
大
規
模
な
風
水

害
が
各
地
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
停
電
下
で
は
、
空
調
が

使
用
で
き
ず
熱
中
症
の
リ
ス

ク
が
急
増
し
ま
す
。
避
難
所

生
活
や
在
宅
避
難
な
ど
、
慣

れ
な
い
環
境
下
で
は
、
住
民

同
士
で
声
を
掛
け
合
い
、
十

分
に
注
意
す
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

防
災
を
考
え
る
67

ビ
バ
ビ
バ  フ

ラ
ダ
ン
ス

フ
ラ
ダ
ン
ス

　
梅
雨
入
り
が
発
表
さ
れ
た
６

月
７
日
㈰
の
午
後
、
笠
懸
公
民

館
の
交
流
ホ
ー
ル
で
、
フ
ラ
ダ

ン
ス
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　
出
演
し
た
の
は
マ
カ
ラ
プ
ア

と
カ
プ
ア
フ
ラ
の
２
団
体
で
す
。

た
お
や
か
で
華
麗
な
舞
は
、
観

客
を
美
の
世
界
に
誘
う
よ
う
で

す
。

　
日
本
の
曲
を
交
え
な
が
ら
全

11
曲
の
発
表
で
し
た
。
曲
ご
と

に
衣
装
を
変
え
て
楽
し
そ
う
に

踊
る
姿
は
、
曲
の
持
つ
イ
メ
ー

ジ
を
鮮
や
か
に
醸
し
出
し
て
い

ま
し
た
。
梅
雨
空
を
覆
い
隠
す

よ
う
な
、
爽
や
か
な
ひ
と
時
と

な
り
ま
し
た
。
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士
の
交
流
を
深
め
る
大
切
な
機

会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
梅
雨
時
ら
し
い
曇
り

空
で
し
た
が
、
会
員
約
20
人
が

集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
は
、

公
民
館
周
辺
の
道
路
沿
い
や
植

え
込
み
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
を

一
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に
拾
い
集
め
、

地
域
の
環
境
美
化
に
汗
を
流
し

ま
し
た
。

　
活
動
を
通
じ
、
地
域
へ
の
感

謝
と
美
化
の
意
識
を
新
た
に
す

る
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

み
ど
り
市
勤
労
者
協
議
会

（
伊
藤
正
雄
会
長
）
に
よ
る

「
環
境
美
化
活
動
」
が
７
月
５

日
㈰
、
大
間
々
町
第
13
区
公
民

館
周
辺
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、
地
域
貢
献
の

一
環
と
し
て
年
２
回
行
わ
れ
て

い
る
恒
例
の
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
す
。
長
年
継
続
さ
れ
て
い

る
こ
の
取
り
組
み
は
、
会
員
同

地
域
を
き
れ
い
に

地
域
を
き
れ
い
に

心
ひ
と
つ
に
環
境
美
化

心
ひ
と
つ
に
環
境
美
化

▲清掃を終え、充実した表情の参加者

が
起
こ
り
や
す
い
」
と
さ
れ
て

き
た
。

　
実
際
、
大
惨
事
と
な
っ
た
御

巣
鷹
山
の
日
航
機
墜
落
事
故
や

阪
神
淡
路
大
震
災
も
満
月
の
日

に
起
こ
っ
て
い
る
。

　
福
岡
県
警
の
交
通
課
で
は
満

月
と
交
通
事
故
の
関
係
を
分
析

し
、
交
通
事
故
予
防
カ
レ
ン
ダ

ー
ま
で
作
成
し
て
い
る
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
満
月
と
仏
滅
が
ぶ

つ
か
る
日
は
重
大
事
故
が
発
生

し
や
す
い
の
だ
と
か
。

　
仏
滅
は
と
も
か
く
、
満
月
の

日
に
は
、
月
の
引
力
が
強
ま
り
、

そ
れ
が
原
因
で
地
震
が
発
生
し

た
り
、
人
間
の
細
胞
が
活
発
化

『
満
月
に
は
大
事
故
が

起
こ
り
や
す
い
？
』

　
月
が
人
を
狂
わ
せ
る
と
い

う
意
味
の
「
ル
ナ
テ
ィ
ッ

ク
」
と
い
う
言
葉
を
ご
存
じ

だ
ろ
う
か
。
ラ
テ
ン
語
で
月

を
意
味
す
る
ル
ナ
に
由
来
し

て
い
て
、
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
月
の
満
ち
欠
け
が
人

間
の
精
神
状
態
に
影
響
を
与

え
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
た
た

め
、
こ
の
言
葉
が
生
ま
れ
た

よ
う
だ
。
昔
か
ら
東
洋
や
西

洋
で
も
「
満
月
の
夜
は
変
事

コ
ラ
ム
豆
電
球

し
て
、
事
故
が
発
生
し
や
す

い
の
だ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

　
因
果
関
係
は
と
も
か
く
、

満
月
の
日
に
事
故
が
多
い
の

は
事
実
。
車
の
運
転
は
、
よ

り
慎
重
に
し
た
い
も
の
だ
。

し
か
し
な
が
ら
、
月
光
浴
な

ん
て
い
う
の
も
あ
る
よ
う
で
、

浄
化
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
、
直
感

力
を
高
め
る
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
効
果
が
期
待
で
き
る
と
も

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
が
、

実
際
の
と
こ
ろ
ど
う
な
の
だ

ろ
う
か
。

◇期　日　10/10 ㈯・17㈯・31㈯
◇時　間　午後１時～午後３時 30分
◇会　場　笠懸公民館  和室３
◇参加費　親子で各回千円（お茶代、菓子代、懐紙代）
◇定　員　幼児・小中学生（５～ 15歳）の親子３組（６人）
◇持参する物　白いソックス、お茶道具（扇子・袱紗・楊枝）
　　　　　　　（※持っていない人には貸し出します）

親子茶の湯教室（全 3 回）

◇期　日　9/15 ㈫・29㈫、10/６㈫・13㈫
◇時　間　午後７時 30分～午後９時
◇会　場　笠懸公民館 サークル活動室２
◇参加費　1,000 円（テキスト代）
◇定　員　先着 15人
◇持参する物　初回なし。2回目以降は初回で説明されたもの。

写真教室（全 4 回）

◇期　日　9/５㈯・12㈯・19㈯・26㈯、 10/10 ㈯・17㈯
◇時　間　午前 10時～正午
◇会　場　笠懸公民館 音楽室１
◇参加費　無料
◇定　員　先着 15人
◇持参する物　ハーフスカート・フラシューズ
　　　　　　　※普通のスカート・上履きも可

フラダンス教室（全 6 回）
対　　象　みどり市在住･在勤者

申込期日　令和 8年 8月 20日㈭

　　　　　※定員になり次第締め切り

申込・問合せ先　みどり市笠懸公民館　℡0277(76)2211

　　　　　　　  午前 9時～午後 5時（月曜日除く）

℡0277(76)2211

主催

笠懸地域文化協会

参加してみませんか !?笠懸地域文化協会 初心者教室
笠懸地域文化協会では、地域文化の一環として、令和 8年度も「初心者教室」を企画しました。

当会所属の専門講師が親切丁寧に初歩から指導します。

楽しく！ 仲間づくりしながら、文化活動に挑戦してみませんか？

多くの皆様の参加を心よりお待ちしております。

人）

親子で気軽にお茶会に参加しませんか？楽しいですよ !!

年配者・社会人・キッズ、名曲に乗って、笑顔で楽しくフラ踊りませんか。

デジタル一眼レフカメラで素敵な写真を撮ってみませんか！
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跡
を
残
し
た
武
士
を
一
人
で
も

採
用
し
た
い
と
い
う
編
纂
者
の

強
い
思
い
に
よ
り
、
当
時
難
色

を
示
し
て
い
た
Ｇ
Ｈ
Ｑ
（
連
合

国
軍
総
司
令
部
）
を
粘
り
強
く

説
得
し
て
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
挙
兵
の
地
と
し
て
知
ら
れ
る

生
品
神
社
は
、
国
の
史
跡
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
軍
記
物
語

『
太
平
記
』
に
も
登
場
す
る
境

内
に
は
、
義
貞
ゆ
か
り
の
「
旗は

た

揚ご
づ
か塚

」
や
、
軍
勢
が
陣
を
敷
い

た
「
床し

ょ
う
ぎ
づ
か

机
塚
」
、
そ
し
て
軍
旗

を
掲
げ
た
と
伝
わ
る
「
生
品
神

社
の
古
木
（
太
田
市
指
定
重
要

文
化
財
・
歴
史
資
料
）
」
な
ど

が
今
も
大
切
に
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
こ
の
歴
史
を
継
承
す
る
た
め
、

毎
年
挙
兵
の
日
に
あ
た
る
５
月

８
日
に
は
「
鏑か

ぶ
ら
や
さ
い

矢
祭
」
が
開
催

さ
れ
て
い
ま
す
。
義
貞
が
鎌
倉

方
面
へ
矢
を
放
っ
た
故
事
に
ち

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、市
民
の

み
な
さ
ん
の
交
流
の
場
で
す
。

サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
や
イ
ベ

ン
ト
の
お
知
ら
せ
、投
稿
な
ど
、

何
で
も
原
稿
を
お
寄
せ
く
だ

さ
い
。（
し
め
き
り
毎
月
10
日
）

上
毛
か
る
た
れ

御
朱
印
レ
デ
ィ
ー

　
歴
史
に
名
高
い

　
　
　
　
　
新
田
義
貞

　

新
田
義
貞
は
、
１
３
０
１

（
正
安
３
）
年
に
現
在
の
太
田

市
で
生
ま
れ
ま
し
た
。
武
将
の

中
で
も
正
義
と
誠
の
心
を
貫
い

た
人
物
と
し
て
、
今
も
全
国
的

に
高
い
人
気
を
誇
り
ま
す
。

　

１
３
３
３
（
元
弘
３
）
年
、

後
醍
醐
天
皇
の
呼
び
か
け
に
応

じ
た
義
貞
は
、
生い

く
し
な品
神
社
に
一

族
を
集
め
て
鎌
倉
幕
府
打
倒
の

旗
を
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

各
地
で
の
戦
い
を
経
て
、
１
３

３
８
（
延
元
３
）
年
に
越
前
国

藤
島
（
現
在
の
福
井
県
）
で
戦

死
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
上
毛
か
る
た
の
「
れ
」
の
札

は
、
日
本
の
歴
史
に
大
き
な
足

た
。

　
吟
子
さ
ん
は
１
８

５
１
（
嘉
永
４
）
年

現
在
の
熊
谷
市
俵
瀬

で
誕
生
。
18
歳
で
結

婚
し
、
夫
か
ら
病
気

を
う
つ
さ
れ
２
年
後

に
協
議
離
婚
。
治
療

に
あ
た
っ
て
当
時
は

ま
だ
医
師
は
男
性
の

み
で
、
恥
ず
か
し
い

思
い
を
し
た
の
が
医

師
を
志
す
き
っ
か
け

と
な
り
、
現
在
の
お

茶
の
水
女
子
大
で
勉

学
に
励
み
卒
業
し
ま
し
た
。
そ

し
て
内
務
省
の
衛
生
局
長
に
医

術
開
業
試
験
の
女
性
受
験
許
可

を
陳
情
。
そ
れ
が
叶
い
、
前

期
・
後
期
試
験
と
も
た
だ
一
人

合
格
し
、
日
本
で
初
の
公
許
女

医
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
35

歳
、
そ
の
後
日
本
各
地
で
医
療

に
当
た
り
、
そ
の
活
動
は
目
覚

ま
し
い
も
の
で
し
た
が
１
９
１

３
（
大
正
２
）
年
、
病
気
の
た

め
63
歳
で
死
去
さ
れ
ま
し
た
。

女
性
の
社
会
参
画
に
尽
力
さ
れ

た
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
ね
。
実
り
あ
る
講

座
で
し
た
。

▲「県道」をゆく船の旅、赤岩の渡しを体験

で
千
代
田
町
が
管
理
し
て
い
ま

す
。
対
岸
の
埼
玉
県
の
熊
谷
市

葛
和
田
を
結
び
、
心
地
よ
い
利

根
川
の
川
風
を
受
け
な
が
ら
７
、

８
分
で
着
き
ま
し
た
。
船
着
き

場
か
ら
約
１
㎞
を
歩
く
と
荻
野

吟
子
記
念
館
で
す
。

　
荻
野
吟
子
さ
ん
は
日
本
の
公

許
女
医
第
１
号
で
、
記
念
館
で

は
紙
芝
居
に
よ
る
吟
子
さ
ん
の

伝
記
や
生
涯
に
わ
た
る
活
動
等

の
資
料
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し

▲生品神社の御朱印
な
み
、
生
品
小
学
校

の
６
年
生
が
地
域
の

健
康
や
平
和
を
願
っ

て
鏑
矢
を
空
高
く
放

ち
ま
す
。
郷
土
の
誇

り
を
今
に
伝
え
る
、

歴
史
的
に
非
常
に
重

要
な
場
所
と
な
っ
て

い
ま
す
。

赤
岩
渡
船
と

　
　
荻
野
吟
子
記
念
館

歩
遊
人

　
大
間
々
公
民
館
主
催
に
よ
る

市
民
講
座
、
船
と
歩
き
で
史
跡

を
訪
ね
る
「
赤
岩
渡
船
と
荻
野

吟
子
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
６

月
13
日
㈯
、
一
行
約
30
人
は
大

間
々
庁
舎
か
ら
バ
ス
で
一
路
千

代
田
町
の
赤
岩
渡
船
場
へ
。

　
赤
岩
の
渡
し
は
県
道
83
号
線

笠懸公民館SNS紹介
Instagram YouTube
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▲希望くん

ち
ょ
っ
と
一
息

　

２
０
２
６
年
も
早
い
も
の

で
半
分
が
過
ぎ
、
本
格
的
な

夏
を
迎
え
ま
し
た
。
連
日
の

蒸
し
暑
さ
で
冷
房
が
欠
か
せ

な
い
季
節
で
す
が
、
「
冷
房

病
（
ク
ー
ラ
ー
病
）
」
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。

　
冷
房
病
と
は
、
冷
え
た
室

内
と
暑
い
屋
外
と
の
温
度
差

な
ど
に
よ
っ
て
自
律
神
経
の

バ
ラ
ン
ス
が
乱
れ
、
だ
る
さ

や
頭
痛
、
肩
こ
り
、
食
欲
不

振
な
ど
の
症
状
が
現
れ
る
状
態

で
す
。
予
防
す
る
に
は
、
冷
房

の
設
定
温
度
を
下
げ
す
ぎ
な
い

こ
と
や
、
直
接
エ
ア
コ
ン
の
風

に
当
た
ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
水
分

補
給
や
軽
い
ス
ト
レ
ッ
チ
で
血

行
を
促
す
こ
と
も
効
果
的
だ
そ

う
で
す
。

　
冷
房
が
欠
か
せ
な
い
夏
だ
か

ら
こ
そ
、
暑
さ
対
策
を
し
な
が

ら
冷
房
と
上
手
に
付
き
合
い
、

元
気
に
過
ご
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

（
笠
懸
さ
ん
太
郎
）

あなたも家族 (ペット ) を紹介しませんか !?
募集対象　犬･猫･小動物など、どんな種類の動物でもOK※品種や飼い主名等は掲載しません。

【留 意 点】
•編集協力員による対面取材後に、紙面へ掲載します。
•次号以降のお友達の家族 (ペット )の紹介にご協力ください。
•在住区域 (行政区等 )を掲載させていただきます。
【応募方法】
　飼い主の氏名・連絡先・家族 (ペット )の情報を電話またはメールで
笠懸公民館までお伝えください。
 0277（76）2211
 kouminkan@city.midori.gunma.jp EE QRコード

笠
懸
短
歌
サ
ー
ク
ル
　
　
六
月
例
会
よ
り

一
年
間
使
は
ぬ
物
は
不
用
品
息こ子
に
背
押
さ
れ
終
活
を
す
る
　	

上
村
　
征
子

実
家
か
ら
朝
採
り
の
野
菜
届
き
た
り
初
物
食
し
元
気
を
も
ら
ふ	

加
藤
　
康
子

庭
隅
に
生
ふ
る
や
さ
し
き
露
草
に
過
ぎ
に
し
刻
を
あ
は
れ
と
偲
ぶ	

久
保
田
茂
子

遅
れ
花
も
な
ほ
懸
命
に
か
が
や
け
り
花
し
や
う
ぶ
園
に
眩
し
木
漏
れ
日	

関
口
　
定
夫

突
然
に
電
源
切
れ
て
し
ま
ひ
た
り
急
ぎ
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
途
中
に	

平
山
　
勇

レ
を
し
ま
せ
ん
。

　
特
に
し
つ
け
た
わ
け
で
は
な

く
、
家
に
来
て
自
然
に
そ
う
な

っ
た
そ
う
で
、
そ
ん
な
希
望
く

ん
が
膀
胱
炎
に
な
ら
な
い
よ
う
、

家
族
は
毎
日
交
代
で
３
回
散
歩

し
ま
す
。
昼
と
夜
は
お
母
さ
ん

と
お
父
さ
ん
、
朝
は
子
ど
も
た

ち
が
学
校
へ
行
く
前
に
散
歩
に

連
れ
て
い
き
ま
す
。

　
朝
の
散
歩
の
後
、
希
望
く
ん

に
は
も
う
一
つ
欠
か
せ
な
い
日

課
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
学
校

へ
出
か
け
る
子
ど
も
た
ち
の
お

見
送
り
で
す
。

　

こ
れ
も
そ
う
し
つ
け
た
わ

け
で
は
な
く
、
毎
日
欠
か
さ

ず
、
玄
関
に
ち
ょ
こ
ん
と
座
っ

て
、
二
人
が
見
え
な
く
な
る
ま

で
、
じ
っ
と
見
送
る
そ
う
で
す
。

　
そ
の
後
ろ
姿
が
と
て
も
愛
ら

し
い
希
望
く
ん
で
す
。

か
さ
か
け

か
さ
か
けどう

ぶ
つ
家
族
㉚

ど
う
ぶ
つ
家
族
㉚

　
希
望
く
ん
（
２
区
）

　

｢

希
望
」
と
か
い
て
「
り
く｣

と
読
み
ま
す
。
希
望
く
ん
は
お

家
で
初
め
て
の
ワ
ン
コ
で
す
。

　

２
年
前
に
お
父
さ
ん
が
一
目

ぼ
れ
し
て
お
迎
え
し
ま
し
た
が
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
そ
れ
が

ど
れ
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
こ
と

か
、
兄
妹
二
人
は
小
さ
な
新
し

い
家
族
の
た
め
に
一
生
懸
命
に

名
前
を
考
え
ま
し
た
。
い
ろ
い

ろ
調
べ
て
辿
り
つ
い
た
そ
の
名

前
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
大
切

な
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
希
望
く
ん
、
と
て
も
き
れ
い

好
き
な
の
か
、
家
の
中
は
も
ち

ろ
ん
、
家
の
庭
で
も
一
切
ト
イ


